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原子力災害に係る復興支援からの教訓
Lessons from restoration support related to nuclear disasters
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2011年 3月の福島第一原子力発電所の事故は、これまでの「安全神話」を嘲笑うかのように、環境中に放
射性物質を拡散させ、放射能汚染が広がるといった緊急事態となった。国中が原子力災害の猛威に触れ、放射
線の人体影響を怖れ、福島県民は避難を余儀なくされた。医療および保健従事者は、放射線の知識の有無にか
かわらず対応を迫られた。
私は、長崎大学病院からの医療支援として、発災から 3日後の 3月 14日に福島県に赴き、支援活動を開始

した1)。また、平成 25年 9月からは福島県立医科大学の災害医療総合学習センターに籍を移し、教育活動や被
災地の復興支援に携わった。
私が所属した災害医療総合学習センターは、震災および原子力災害により被害を受けた県内医療体制の再生や放

射線の影響などにかかわる教育、災害医療人の育成などを目的とし、平成 24年に設置されたセンターであり、私が
求める被災地支援や教育活動と合致していた。私は医療支援で福島県を訪れている際に、被災地の看護職の苦悩を
目の当たりにした。そして、赴任する際には、震災当初から自身の健康も顧みず、地域住民の健康増進や放射線不
安の軽減のために日々奮闘している地元保健師を支えたいと思い、自らに「看護職の放射線知識の向上、特に保健
師支援」というテーマを課した。県内保健師へのアンケート調査を通して、不安やメンタルヘルスの現状を明らか
にし、それを基にした保健師支援事業を展開してきた 2, 3)。私自身、県内保健師に多く接し、放射線の知識の向上に
も意識して関わってきたつもりではあったが、県内保健師の役に立つことができたかの評価は難しいところである。
今回のシンポジウムを通して、原子力災害の影響は大きく、まだまだ復興過程であると強く感じた。私がで
きるは限られているが、福島県での貴重な経験を活かしながら、教育の視点から復興をサポートし、看護職が
安心して住民や患者に向き合える放射線看護の教育体制づくりに関わっていきたい。
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